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グローバルに論理的思考力を育むプログラミング教材の開発と研究 

  山本舞香

1.はじめに 

私には夢がある。プログラミングを通して世界中の人々

と多様性を共有できる機会を作れるような教育のシステ

ムを作ることだ。中学 3 年の時にロボットプログラミング

を競う大会の世界大会に出場し、いろんな国の人たちと交

流したのがきっかけだ。国どうしで対立していても、技術

力を通して意見交換し合えたり互いを認め合えたりとそ

ういった経験ができた。私自身その経験を通して視野が広

がり、多様性を認められるそういった人間に近づいたと思

う。だからこそ、そういった教育を世界的に行う必要があ

ると感じた。そして、ロボットプログラミング教育を広め

るために月に１度ロボットセミナーを行なってきた。しか

し、感染症の懸念からセミナーなどのロボットプログラミ

ングを広める運動を行うことが困難な状況にある。また、

日本ではグローバル教育やプログラミング教育は世界的

に遅れをとっている。その課題として教える教材、教える

人材の不足が原因だと感じた。そこで実際に会わなくても

グローバルに論理的思考力（プログラミング的思考）を鍛

えられるアプリを開発しようと思った。 

 

2.プログラミング教育について 

プログラミング教育では IT をうまく勝用する能力だけで

なく、論理的に物事を考える力も身に付く画期的な教育

である。[図１] 

 [図２]は２０１８年度 PISA（国際学習到達度調査）の調

査内容である。２０１８年に３つの力の順位が大幅に低

下していることが読み取れる。他国はプログラミング教

育などの取り組みを以前から積極的に行っているため日

本の教育水準が低下している中、このプログラミング教

育をより積極的に行う必要があると感じた。 
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[図１]⽂部科学省プログラミング教育のねらい 

[図２]2018 年度 PISA 

プログラミング教育の必要性は明らかである。問題はそれ

をどのように発展させるかだ。 

 

3.アプリの目的 

私が開発するアプリの対象は小学生から中学生、オンラ

インでどの世界の人とも共にプログラミングの考え方を学

ぶことができるため、プログラミング的思考に加えてコミ

ュニケーション力（英語や他の言語）についても身につけ

ることができると考えている。ミッションをクリアしてい

く過程での学びとなるため力の定着が期待できる。 

 

4.アプリ開発において 

iOS アプリケーション（iPad実装）の開発 

・開発環境：Xcode 

・プログラミング言語：Swift 

 

5.アプリの概要 

アプリの中で行うゲームは１チーム２人の対戦形式で行

われる。用意されたコート[図３] の中で、プログラムの

要素を並べてより早くゴールにつくかを競う。 

コインや落とし穴があるため、ど

のルートが一番効率が良いのかを

チーム内２人で話し合いまた役割

分担をして協力する必要がある。 

 

 

 

 

[図３] 
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[I]プログラムの要素 

どのような順番でどのような動きをすればゴールにた

どり着くのか、この思考こそまさにプログラミング的思

考（論理的思考）である。 

そこで３つの要素を準備しようと考えた。 

①右足左足のパワー 

これが移動手段である。数値調整でまっすぐ進むか

などが調整できる。 

②色感知 

[図３]の中の黒いマスなどで色を感知できるように

する色の違いによる分岐条件を考えることができ

る。 

③If（そうなれば） 

分岐を使うことができる。黒を読めば…、という条

件を作ることでプログラミング思考を最大限に使う

考え方を引き出すことができると予想される。 

①②③を並べることでプログラムを作る。 

 

[II]コミュニケーション 

全世界の人とオンラインで繋が

ったとしても、英語が打てなかっ

たら会話が成立しない。それを解

決するために、コミュニケーショ

ンの可視化に注目した。 

一番良いと考える道筋は人によっ

て違うため、できるだけわかりや

すく、伝えられるかということに

注目し設計した。 

 

6.研究の成果と課題 

私の開発したアプリは、離れた場所でも（国境を超え

て）、コミュニケーション能力だけでなく、これから求め

られる論理的思考力を育むことができる。

小学生の中では実験できていないが、高校生に実験したと

ころ頭を使うゲームで面白いと称賛をもらった。 

私はこのアプリに教育的効果があることを確信している。

だからこそ実際に小学生や中学生に使ってもらい検証する

ことが必要なのは言うまでもない。感染症の影響で検証が

遅れているのが現状であるが、実験データを集め、分析

し、改良をおこないたい。 

 

 

 

 

 

また、開発して検証して終わるのでなく、最終的な目標で

ある普及という部分でも活動していきたいと思う。 
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